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要要  旨旨  

 令和元年度のデータに基づく熱中症救急搬送者数状況調査と併せて、平成 19 年度～令和元年度における全ての熱中

症による救急搬送データと気温等のデータを用い「順化日数」を算出・整理することで、市内で発生した熱中症による

救急搬送者の短期的な暑熱順化に関する状況を調査検討した。その結果、令和元年度の救急搬送者は例年と同様に「高

齢者」「住宅」「屋外」といった条件で多発しており、また、順化日数については、どの年代においても日数が経るにつ

れて搬送者数が減少する（順化日数が少ないほど、救急搬送者数が多い）という傾向が見られ、熱中症による救急搬送

者数の増減に影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
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１１    ははじじめめにに  

 熱中症とは、暑熱が原因となって発症する「皮膚の障害

などを除外した暑熱障害（heat disorders）」の総称であ

り、日本においては、地球温暖化や都市部のヒートアイラ

ンド現象の進行によって、熱中症予防対策は夏期におけ

る健康問題として重要な課題となっている1)。本市におい

ても、熱中症予防対策を講じることが必要であることか

ら、予防啓発の基礎資料とすることを目的に、熱中症によ

る救急搬送の状況について気温との関連を含めたデータ

解析を毎年行ってきた2)。 

 今回は、調査を開始した平成19年度から、直近の令和

元年度までの累積データを用いて「順化日数」に関する解

析を行い、一定の知見が得られたため、令和元年度のデー

タに基づく熱中症による救急搬送者数状況の特徴と併せ

て結果を報告する。 

 

２２    調調査査内内容容  

22..11  調調査査対対象象  

 調査対象期間は、熱中症による救急搬送者が確認され

始める５月から残暑が厳しい９月までの夏季とし、令和

元年度の搬送者数状況について調査を行ったほか、平成

19年度から令和元年度までの搬送者数の累積データを用

い、「順化日数」について解析を行った。 

22..22  使使用用デデーータタ  

 熱中症救急搬送者数については、本市消防局から提供

を受けた熱中症救急搬送データを使用した。熱中症救急

搬送データでは、傷病名（熱中症、日射病、熱疲労、熱痙

攣、暑熱障害、脱水症及び熱射病）で搬送者を区別してい

るが、本調査においては暑熱が原因であるこれらの傷病

全てを「熱中症」として扱った。 

 気温（速報値）は、本研究所地域環境・公害監視課の大

気環境常時監視システムによる一般環境大気測定局（市

内７区に１箇所ずつ（ただし川崎区のみ大師局と田島局

の２箇所）、市内計８局）のデータを使用し、これらの平

均値を「市内の気温」として取り扱った。なお、気温の数

値は、測定局のいずれの地点も強制通風式の電気式温度

計による測定値である。 

 人口データについては、９月までの搬送者データを対

象としたことから、その直近のデータである10月１日時

点の年齢別人口をベースに、住民基本台帳における増減

を加味して推計し、各年毎に年齢別の集計を行った。 

 

表１ 統計データ一覧 

データ名 所管課 

熱中症救急搬送データ 消防局警防部救急課 

気温（速報値） 
環境局環境総合研究所 

地域環境・公害監視課 

人口 
総務企画局情報管理部 

統計情報課 

 

22..33  順順化化日日数数ににつついいてて  

 暑い日に活動することで身体の機能が暑さに適応する

（慣れる）ことを、「暑熱順化」という。暑熱順化能力は

人によって差があるものの、一般的に暑熱順化には数日

の時間がかかることが知られている3)。そこで、『搬送日

を含むそれ以前に搬送当日の日最高気温以上の日最高気

温を記録した日数の積算値』を「順化日数」4)として算出

することで、熱中症搬送時の短期的な暑熱順化に関する

状況を調査検討した。 

 例えば、表２のような気温推移において、最高気温が

31℃の８月５日に搬送された場合、当日を含むそれ以前

の期間に最高気温が31℃以上となった日は５日あるため、

順化日数は５日となる。 
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        表２ 順化日数の例4) 

図１ 年齢階級別・男女別の救急搬送者数(10万人あたり) 

図２ 時刻別の救急搬送者数及び平均気温の推移 

図３ 日最高気温と救急搬送者数の推移 

 

３３  調調査査結結果果  

33..11  熱熱中中症症にによよるる救救急急搬搬送送者者数数状状況況（（令令和和元元年年度度））  

 令和元年度の熱中症による救急搬送者数は 415 人であ

った。年齢階級別・男女別の人口差異を考慮した、10万人

あたりの救急搬送者数については、65歳以上の男性が突出

して最も多く、次いで65歳以上の女性、40歳以上65歳未

満の男性となっており、年齢階級が上がるほど救急搬送者

数が多くなる傾向が確認できた（図１）。 

 時刻別の救急搬送者数について、朝の７時台までは 10

人以下だったが、９時台から増加しており、12時台にピー

クを迎えた後は 19 時台にかけて緩やかに減少していた

（図２）。平均気温の推移と比較すると、気温は14時にピ

ークを迎えるのに対し、救急搬送者数は 12 時台が最も多

くなっていた。また、８時台から 18 時台までの救急搬送

者数が全体の８割程度を占めていた一方で、強い日差しが

無い時間帯（19時台～翌７時台）でも全体の２割程度を占

める救急搬送者が発生しており、１日を通して救急搬送者

は発生していた。 

 日最高気温と救急搬送者の推移を比較してみると、７月

下旬から８月中旬にかけての期間で救急搬送者数が特に

多くなっており、日最高気温が30℃を超える日が連続した

時期と重なっていた（図３）。また、同じ日最高気温が30℃ 
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     図４ 活動別の救急搬送者数（割合）           図５ 発生場所別の救急搬送者数（割合） 
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を超える日であっても、９月は７月に比べて救急搬送者数

が減る傾向が見られた。 

 救急搬送者が熱中症になったときの活動内容について、

屋内と屋外で分類した場合、屋内が 39％、屋外が 58％で

あった（図４）。活動内容も加味して分類すると、屋内生活

及び屋外外出・散歩がそれぞれ全体の28％を占めて最も多

く、次いで屋外作業が21％となっていた。 

 救急搬送者の発生場所については、住宅が37％と最も割

合が多く、次いで公衆、道路の順に多かった（図５）。「仕

事場」における救急搬送者はほとんどが工場等を含む仕事

場①に分類されており、「公衆」については７割程度が公

衆出入り場所に分類されていたが、屋内と屋外で大きな差

は見られなかった。 

 救急搬送者数と真夏日等の関係について見てみると、令

和元年度の真夏日日数及び猛暑日日数は例年と同程度で

あったが、搬送者数は集計を開始した平成 19 年度以降３

番目に多くなっていた（図６）。 

33..22  順順化化日日数数にに関関すするる調調査査結結果果（（平平成成1199年年度度～～令令和和元元年年

度度））  

 熱中症によって救急搬送された日の日最高気温ランク

ごとにデータを抽出し、順化日数を算出・整理したものを

図７～11に示した。 

 出現日数の多い日最高気温ランクである 33℃以上 34℃

未満（33℃台）の順化日数を見てみると、変動は大きいも

のの、概ねどの年齢階級においても順化日数が増加するに

つれて救急搬送者数が減少する（順化日数が少ないほど、

救急搬送者数が多い）という傾向が確認された。32℃以上

33℃未満（32℃台）の日最高気温ランクでも概ね33℃台と

同様の推移傾向が見られたが、31℃以上 32 度未満（31℃

台）の日最高気温ランクでは、どの年齢階級においても救

急搬送者数が比較的少ないことから、全体的な変動が小さ

くなっており、また、順化日数が 10 日を超えてから搬送

者数が増えることもあった。 

 34℃以上35℃未満及び35℃以上36度未満の日最高気温

ランクについては、抽出されたデータ数が少なかったもの

の、日数が経るにつれて順化していく（救急搬送者数が減

っていく）傾向が確認された。 

 前述の図６によると、平成 22 年度は真夏日日数が集計

開始以降最も多い年であったが救急搬送者数は最多とな

ってはおらず、逆に、平成 30 年度は真夏日日数が最多で

はないものの救急搬送者数が最多となっており、真夏日等

日数と救急搬送者数の挙動は必ずしも一致しないという

関係が示唆されている。要因は様々あると考えられるが、

今回の調査によって確認されたような「順化」が、図３で  
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屋内と屋外で分類した場合、屋内が 39％、屋外が 58％で

あった（図４）。活動内容も加味して分類すると、屋内生活

及び屋外外出・散歩がそれぞれ全体の28％を占めて最も多

く、次いで屋外作業が21％となっていた。 

 救急搬送者の発生場所については、住宅が37％と最も割

合が多く、次いで公衆、道路の順に多かった（図５）。「仕

事場」における救急搬送者はほとんどが工場等を含む仕事

場①に分類されており、「公衆」については７割程度が公

衆出入り場所に分類されていたが、屋内と屋外で大きな差

は見られなかった。 

 救急搬送者数と真夏日等の関係について見てみると、令

和元年度の真夏日日数及び猛暑日日数は例年と同程度で

あったが、搬送者数は集計を開始した平成 19 年度以降３

番目に多くなっていた（図６）。 

33..22  順順化化日日数数にに関関すするる調調査査結結果果（（平平成成1199年年度度～～令令和和元元年年

度度））  

 熱中症によって救急搬送された日の日最高気温ランク

ごとにデータを抽出し、順化日数を算出・整理したものを

図７～11に示した。 

 出現日数の多い日最高気温ランクである 33℃以上 34℃

未満（33℃台）の順化日数を見てみると、変動は大きいも

のの、概ねどの年齢階級においても順化日数が増加するに

つれて救急搬送者数が減少する（順化日数が少ないほど、

救急搬送者数が多い）という傾向が確認された。32℃以上

33℃未満（32℃台）の日最高気温ランクでも概ね33℃台と

同様の推移傾向が見られたが、31℃以上 32 度未満（31℃

台）の日最高気温ランクでは、どの年齢階級においても救

急搬送者数が比較的少ないことから、全体的な変動が小さ

くなっており、また、順化日数が 10 日を超えてから搬送

者数が増えることもあった。 

 34℃以上35℃未満及び35℃以上36度未満の日最高気温

ランクについては、抽出されたデータ数が少なかったもの

の、日数が経るにつれて順化していく（救急搬送者数が減

っていく）傾向が確認された。 

 前述の図６によると、平成 22 年度は真夏日日数が集計

開始以降最も多い年であったが救急搬送者数は最多とな

ってはおらず、逆に、平成 30 年度は真夏日日数が最多で

はないものの救急搬送者数が最多となっており、真夏日等

日数と救急搬送者数の挙動は必ずしも一致しないという

関係が示唆されている。要因は様々あると考えられるが、

今回の調査によって確認されたような「順化」が、図３で  
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図７ 日最高気温31℃台における順化日数と救急搬送者数（10万人あたり） 

図８ 日最高気温32℃台における順化日数と救急搬送者数（10万人あたり） 

図９ 日最高気温33℃台における順化日数と救急搬送者数（10万人あたり） 

図10 日最高気温34℃台における順化日数と救急搬送者数（10万人あたり） 

図11 日最高気温35℃台における順化日数と救急搬送者数（10万人あたり） 

※図10及び図11については、データ数が少ないため参考掲載 
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示されているようにワンシーズンの中で起こることで、救

急搬送者数の増減に影響を及ぼしている可能性がある。 

 

４４  ままととめめ 

 熱中症による救急搬送者数は、年齢階級・男女別では65

歳以上男性が、活動別では屋内生活や屋外の外出が、発生

場所別では住宅や道路が多くなっていた。時間毎の搬送者

数と平均気温の推移を比較してみると、気温がピークを迎

える前の時間帯で搬送者数が最も多くなっており、また、

日没後の気温が比較的低い時間帯においても搬送者は発

生していた。対象期間を通して見てみると、日最高気温が

30℃を超えると救急搬送者数が多発していたが、同じ日最

高気温が30℃を超える日であっても、７月に比べて９月は

搬送者数が少なくなる傾向が見られた。 

 順化日数について算出・整理した結果、日最高気温ラン

クによって変動の大小に違いはあったが、概ねどの年代で

も順化日数が増加するにしたがって熱中症搬送者数が減

少する（順化日数が少ないほど、救急搬送者数が多い）傾

向にあることが明らかになった。 

 今後、得られた結果を活用し、「高齢者」「住宅」「暑さへ

の慣れ」といった注意すべきポイントを踏まえた効果的な

熱中症予防啓発を行っていく。 
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